
(57)【要約】

【課題】　従来の超音波診断用ゼリーボトル等のサーモ

スタット式保温ボトル受に代えて、小型、高性能の保温

ボトル受とする。

【解決手段】　自己温度調節発熱体からなるＰＴＣヒー

タ３の発熱シートをボトル受本体の内周部又は外周部に

配置してなる保温ボトル受であり、発熱シートは、酢酸

ビニル-ポリエチレン共重合体と炭素微粒子と、印刷膜

厚を制御する炭素微粒子の混合物からなる自己温度調節

ヒータ用印刷インクを熱伝導性かつ電気絶縁性の結晶性

高分子シート面へ印刷により形成してなり、その発熱温

度範囲は、３５℃～４５℃であり、ボトル受本体はアル

ミタンク２であり、その外周面にＰＴＣヒータ３の熱伝

導性かつ電気絶縁性の結晶性高分子シート面を両面テー

プで密着し、印刷面に対して保温シートと熱反射シート

を積層した保温クロス５がある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
自 己 温 度 調 節 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー ト を ボ ト ル 受 本 体 の 内 周 部 又 は 外 周
部 に 配 置 し て な る 保 温 ボ ト ル 受 。
【 請 求 項 ２ 】
自 己 温 度 調 節 発 熱 体 は 、 酢 酸 ビ ニ ル -ポ リ エ チ レ ン 共 重 合 体 と 炭 素 微 粒 子 と 、 該 炭 素 微 粒
子 よ り 粒 子 径 が 大 き く か つ 分 粒 さ れ た 粒 子 径 に よ り 印 刷 膜 厚 を 制 御 す る 炭 素 微 粒 子 の 混 合
物 か ら な る 導 電 性 粒 子 を 含 む 組 成 物 を 溶 媒 に 分 散 溶 解 さ せ て な る 自 己 温 度 調 節 ヒ ー タ 用 印
刷 イ ン ク を 熱 伝 導 性 か つ 電 気 絶 縁 性 の 結 晶 性 高 分 子 シ ー ト 面 へ 印 刷 に よ り 形 成 し て な る Ｐ
Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー ト で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 保 温 ボ ト ル 受 。
【 請 求 項 ３ 】
自 己 温 度 調 節 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー ト の 発 熱 温 度 範 囲 は 、 ３ ５ ℃ ～ ４ ５
℃ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 保 温 ボ ト ル 受 。
【 請 求 項 ４ 】
ボ ト ル 受 本 体 は 金 属 タ ン ク で あ り 、 該 金 属 タ ン ク の 外 周 面 に Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 熱 伝 導 性 か つ
電 気 絶 縁 性 の 結 晶 性 高 分 子 シ ー ト 面 を 両 面 テ ー プ で 密 着 し 、 印 刷 面 に 対 し て 保 温 シ ー ト と
熱 反 射 シ ー ト を 積 層 し た も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 保 温 ボ ト ル 受 。
【 請 求 項 ５ 】
ボ ト ル 受 の ケ ー ス は 断 熱 容 器 で あ り 、 該 断 熱 容 器 に ボ ト ル 受 本 体 を 挿 入 配 置 し て な る 請 求
項 １ 又 は ４ 記 載 の 保 温 ボ ト ル 受 。
【 請 求 項 ６ 】
ボ ト ル は 、 超 音 波 診 断 用 ゼ リ ー を 収 容 す る ボ ト ル で あ り 、 ボ ト ル 受 内 の 温 度 が ３ ６ ℃ ～ ４
２ ℃ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 保 温 ボ ト ル 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 保 温 手 段 を 持 つ ボ ト ル 受 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 更 に 詳 し く は 、 ボ ト ル に 入 っ た 液 体 あ る い は 固 液 流 動 体 な ど を 所 定 温 度 に 維 持 す る 加 熱
ヒ ー タ 付 き の 容 器 か ら な る ボ ト ル 受 に 関 す る も の で 、 特 に 、 人 の 体 温 付 近 の 温 度 に 維 持 可
能 な 医 療 用 ボ ト ル 、 例 え ば 超 音 波 撮 影 用 ゼ リ ー ボ ト ル を 収 容 す る 保 温 ボ ト ル 受 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 人 の 体 温 付 近 の 温 度 に 維 持 可 能 な 保 温 ボ ト ル 受 は 、 熱 湯 の 沸 騰 、 保 温 ジ ャ ー か ら
乳 児 用 の ミ ル ク ポ ッ ト な ど と 同 様 に 、 発 熱 体 が ニ ク ロ ム 線 等 の 電 気 抵 抗 ヒ ー タ で あ り 、 ボ
ト ル の 有 無 を セ ン サ ー で 検 知 し 、 制 御 回 路 で 判 定 し 、 リ レ ー を 動 作 さ せ て 発 熱 体 に 通 電 す
る 方 法 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 医 療 分 野 に お い て も 、 例 え ば 超 音 波 診 断 な ど で 使 用 さ れ る 、 一 端 に 吐 出 口 を 持 つ 筒 状 の
容 器 を 収 容 す る 容 器 受 に つ い て 、 容 器 の 有 無 を セ ン サ ー で 検 知 し 、 制 御 回 路 で 判 定 し 、 リ
レ ー を 動 作 さ せ て 発 熱 体 に 通 電 す る 方 法 が 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ５ ８ ８ ７ 号 （ 特 許 文 献 １
） に 示 す 公 知 例 に 見 ら れ る 。 超 音 波 診 断 等 で 使 用 さ れ る 超 音 波 ゼ リ ー を 適 度 な 温 度 に 保 温
し 、 被 験 者 に 塗 布 す る 際 の 不 快 感 を 低 減 さ せ る た め の 容 器 受 と す る た め で あ る 。 こ の よ う
に 、 温 度 調 節 が 厳 格 な 分 野 に お い て も 、 発 熱 体 の 温 度 調 節 手 段 と し て は 、 サ ー モ ス タ ッ ト
を 使 用 す る こ と の 記 載 が あ る だ け で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 サ ー モ ス タ ッ ト を 用 い な く と も 、 所 定 の 温 度 以 上 に 温 度 が 上 が ら な い 発 熱 体 、 い わ ゆ る
自 己 温 度 調 節 発 熱 体 （ Ｐ Ｔ Ｃ 発 熱 体 と も い う ） が 床 暖 房 用 の ヒ ー タ と し て 製 品 化 さ れ て い
る 。 本 発 明 者 の ひ と り も 、 自 己 温 度 調 節 発 熱 体 に つ い て は 種 々 検 討 を 加 え 、 簡 易 な 印 刷 法
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で 、 均 質 な ヒ ー タ に す る 方 法 を 開 発 し 、 た と え ば 、 特 許 文 献 ２ に お い て 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 用 の イ ン ク は 、 特 定 の 組 成 の 酢 酸 ビ ニ ル と ポ リ エ チ レ ン と
の 共 重 合 体 を ベ ー ス ポ リ マ ー と し 、 こ れ に 対 し て 導 電 性 の 微 細 炭 素 微 粒 子 と 、 そ の 炭 素 微
粒 子 よ り 粒 子 径 が 大 き く か つ 分 粒 さ れ た 粒 子 径 に よ り 印 刷 膜 厚 を 制 御 す る 炭 素 微 粒 子 の 混
合 物 か ら な る 導 電 性 粒 子 を 含 む 組 成 物 を 溶 媒 に 分 散 溶 解 さ せ て ペ ー ス ト 状 と し た イ ン ク を
ポ リ エ ス テ ル シ ー ト 等 の 非 導 電 性 シ ー ト に 印 刷 し て 、 自 己 温 度 調 節 ヒ ー タ （ Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ
） と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 印 刷 法 が 可 能 で 、 か つ 印 刷 法 を 採 用 し た 場 合 に 、 局 部 線 状 発 熱 の 回 避 も 可 能 な 自
己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 を 提 供 す る 目 的 で 、 本 発 明 者 の ひ と り は 導 電 性 粒 子 及 び 無 定 形 高 分
子 組 成 物 か ら な る 発 熱 部 と 、 該 発 熱 部 の 発 熱 量 を 制 御 す る 結 晶 性 物 質 か ら な る 制 御 部 と を
直 接 又 は 間 接 的 に 密 着 一 体 化 し て な り 、 該 制 御 部 が 発 熱 部 の 熱 を 受 け て 熱 膨 張 し 、 前 記 制
御 部 に 密 着 し て い る 発 熱 部 の 電 気 抵 抗 が 急 増 す る こ と に よ り 発 熱 部 の 温 度 調 節 を 有 効 に 行
え る こ と を 特 許 文 献 ３ に お い て 提 案 し て い る 。 具 体 的 に は 、 発 熱 部 が 無 定 形 高 分 子 で あ る
エ チ レ ン -酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 シ リ コ ー ン 、 ブ タ ヂ エ ン な ど と 炭 素 粒 子 と の 混 合 物 で あ
り 、 制 御 部 は 結 晶 性 高 分 子 の ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル な ど の シ ー ト で あ り 、 こ れ ら 発
熱 部 と 制 御 部 と の 密 着 手 段 が 、 印 刷 コ ー テ ィ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ５ ８ ８ ７ 号 公 報 （ ［ 0001］ ～ ［ 0005］ 、 ［ 0067］ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ８ ３ ０ ３ ９ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 ［ 0039］ ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ １ ３ ４ ６ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 ［ 0011］ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 １ 記 載 の 従 来 の 技 術 で は 、 温 度 制 御 の た め に 、 各 種 の セ ン サ ー や リ レ ー あ る い
は こ れ ら の 制 御 回 路 が 必 要 で あ り 、 高 価 で 複 雑 な 構 造 を 備 え る 必 要 が あ る 。 そ の う え 、 複
雑 な 構 成 に な る た め 、 多 く の 部 品 を 必 要 と す る ば か り で な く 、 複 雑 な 作 業 工 程 も 必 要 な た
め 、 高 コ ス ト で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 温 度 制 御 の 性 能 か ら み て も 、 サ ー モ ス タ ッ ト は 、 オ ン か ら オ フ に 遷 移 す る 温 度 と 、 オ フ
か ら オ ン に 遷 移 す る 温 度 の 差 （ ヒ ス テ リ シ ス ） が ８ ℃ 以 上 も あ り 、 一 定 の 温 度 に す る こ と
が 困 難 で あ っ た 。 こ の た め 、 保 温 す べ き ボ ト ル の 内 容 物 が 前 記 ゼ リ ー の 場 合 、 熱 過 ぎ た り
冷 た 過 ぎ る た め 、 被 験 者 の 肌 に 対 す る 温 度 差 が 大 き く 不 快 感 が 強 か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ボ ト ル を ボ ト ル 受 に 挿 入 す る 際 、 ボ ト ル に 付 着 し た 内 容 物 や 汚 れ が セ ン サ ー に 移
り 、 ス イ ッ チ の 可 動 部 が 動 か な く な っ た り 、 Ｌ Ｅ Ｄ の 光 が 遮 ら れ る 等 の 誤 動 作 が 発 生 す る
た め 、 常 に メ ン テ ナ ン ス を す る 必 要 が あ っ た 。 こ れ は 、 特 に 医 療 機 器 に 用 い る ゼ リ ー の 場
合 、 検 査 員 の 負 担 を 増 や す も の で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ は 、 こ れ ま で 種 々 な 用 途 に 適 合 さ
せ る べ く 多 く の 研 究 が な さ れ て は い た が 、 各 用 途 に 対 応 す る 十 分 な 製 品 開 発 が な さ れ て い
な か っ た の が 現 状 で あ る 。 特 に 、 小 型 で 曲 面 に 沿 う 薄 い Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ は あ ま り 検 討 が な さ
れ て お ら ず 、 特 許 文 献 １ に 見 ら れ る パ ー マ ネ ン ト ヘ ア ー ド ラ イ ヤ 用 の 複 雑 な 形 状 の シ ー ト
で 対 処 し た 例 の 記 載 が あ る 程 度 で 、 上 記 特 許 文 献 ２ 、 ３ に み ら れ る 印 刷 コ ー テ ィ ン グ に よ
る 薄 い 、 か つ 安 定 し た Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 応 用 は こ れ か ら の 課 題 で あ っ た の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 し た も の で 、 そ の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 サ ー モ ス タ
ッ ト 方 式 の 保 温 ボ ト ル 受 に 代 え て 、 自 己 温 度 調 節 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー
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ト を ボ ト ル 受 本 体 の 内 外 周 部 又 は 底 部 に 配 置 し て な る 保 温 ボ ト ル 受 と し た こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 自 己 温 度 調 節 発 熱 体 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー ト は 、 単 な る ポ リ エ チ レ ン 炭 素 粒
子 系 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル -炭 素 粒 子 系 な ど も 使 用 で き る が 、 性 能 が 安 定 し て 好 ま し
い の は 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の も の を ベ ー ス と し た 、 酢 酸 ビ ニ ル -ポ リ エ チ レ ン 共 重 合 体 と
炭 素 微 粒 子 と 、 該 炭 素 微 粒 子 よ り 粒 子 径 が 大 き く か つ 分 粒 さ れ た 粒 子 径 に よ り 印 刷 膜 厚 を
制 御 す る 炭 素 微 粒 子 の 混 合 物 か ら な る 組 成 物 を 溶 媒 に 分 散 溶 解 さ せ た 自 己 温 度 調 節 ヒ ー タ
用 印 刷 イ ン ク を 発 熱 部 と し 、 こ れ を 熱 伝 導 性 か つ 電 気 絶 縁 性 の 結 晶 性 高 分 子 シ ー ト 面 へ 印
刷 す る こ と に よ り 形 成 し て な る 発 熱 シ ー ト で あ る 。 こ の も の は 、 シ ー ト を 薄 物 に し て 曲 面
に 沿 う よ う に し て も 極 め て 安 定 し た 性 能 の 保 温 ボ ト ル 受 が 得 ら れ る 点 で 、 好 ま し い 組 成 の
発 熱 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で 用 い る 自 己 温 度 調 節 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 発 熱 シ ー ト 発 熱 温 度 範 囲 は
、 ３ ５ ℃ ～ ４ ５ ℃ 、 好 ま し く は 、 ３ ６ ℃ ～ ４ ２ ℃ で あ る 。 ボ ト ル 受 は 、 外 方 が 断 熱 容 器 か
ら な る ケ ー ス で あ り 、 こ の ケ ー ス の 内 側 に あ る ボ ト ル 受 本 体 は 、 ア ル ミ や ス テ ン レ ス の よ
う な 金 属 タ ン ク で あ る 。 こ の 金 属 タ ン ク は 、 そ の 内 周 又 は 外 周 に 設 け た Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ に よ
っ て 加 熱 さ れ た 熱 を 内 部 に 挿 入 さ れ た ボ ト ル に 集 中 さ せ る た め 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 裏 面 の 熱 伝
導 性 か つ 電 気 絶 縁 性 の 結 晶 性 高 分 子 シ ー ト 面 を 両 面 テ ー プ で 金 属 タ ン ク の 外 表 面 に 密 着 し
、 印 刷 面 に 対 し て 保 温 シ ー ト と 熱 反 射 シ ー ト を 積 層 し た も の で 、 保 温 シ ー ト と し て の 例 え
ば 、 ガ ラ ス ク ロ ス で 保 温 し 、 熱 反 射 シ ー ト と し て の 例 え ば 、 ア ル ミ 箔 で 熱 反 射 さ せ る よ う
に す る と 更 に 保 温 性 が 向 上 す る 。 保 温 ボ ト ル 受 に 収 容 す る ボ ト ル と し て は 、 例 え ば 、 超 音
波 ゼ リ ー を 収 容 し た ボ ト ル で あ り 、 上 記 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 場 合 は 、 ボ ト ル 受 内 の 温 度 が ３
３ ℃ ～ ４ ５ ℃ 、 好 ま し く は ３ ５ ℃ ～ ４ ２ ℃ の 範 囲 内 で 、 一 定 温 度 を 確 保 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 は 、 自 ら の 発 熱 に よ っ て 電 気 抵 抗 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 一
定 の 温 度 に 保 つ 優 れ た 特 徴 を 持 っ て い る 。 こ の 特 徴 に よ っ て 、 従 来 必 須 で あ っ た セ ン サ ー
や 制 御 回 路 や リ レ ー や サ ー モ ス タ ッ ト で は 不 可 避 で あ っ た 温 度 の ヒ ス テ リ シ ス も な い た め
、 前 記 ゼ リ ー ボ ト ル の ボ ト ル 受 と し て 使 用 し た 場 合 、 被 験 者 の 不 快 感 を 低 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 セ ン サ ー が 不 要 な た め 、 ボ ト ル か ら 内 容 物 が 漏 れ て ボ ト ル 受 が 汚 れ た 場 合
で も 、 保 温 動 作 に は 全 く 影 響 さ れ な い 。 こ の た め 、 従 来 必 要 で あ っ た メ ン テ ナ ン ス が 不 要
と な り 、 検 査 員 の 負 担 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 は 、 フ ィ ル ム シ ー ト に 発 熱 体 を 印 刷 す る 方 法 に よ っ て 作
成 さ れ る 。 従 っ て 、 低 コ ス ト で 発 熱 体 を 生 産 で き る 。 さ ら に 、 自 由 に 曲 げ ら れ る と い う 優
れ た 特 徴 も 持 つ 。 こ の 特 徴 に よ っ て 、 従 来 ボ ト ル 受 に ニ ク ロ ム 線 等 の 発 熱 体 を 何 度 も 巻 き
付 け る 工 程 が 不 要 に な り 、 円 筒 形 の ボ ト ル 受 に 発 熱 体 フ ィ ル ム を 貼 る だ け の 簡 単 で 低 コ ス
ト な 工 程 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 は 、 消 費 電 力 の 少 な い こ と が 特 徴 で あ る が 、 金 属 タ ン ク
に 熱 を 集 中 さ せ る た め 、 保 温 シ ー ト で 保 温 し 、 ア ル ミ 箔 等 の 熱 反 射 シ ー ト で 熱 反 射 さ せ る
こ と に よ り 、 更 に 消 費 電 力 を 抑 え 、 早 く 暖 め る こ と が 可 能 に な る な ど の 数 々 の 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 用 い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の Ｐ
Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 同 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル
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受 の 全 体 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 同 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 通 電 回 路 図 で あ る 。 図 ４ は
、 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 に ゼ リ ー ボ ト ル を 挿 入 し た 場 合 の 温 度 -時 間 曲 線 を 示
す グ ラ フ で あ り 、 図 ５ は 、 従 来 の サ ー モ ス タ ッ ト 式 ボ ト ル 受 に ゼ リ ー ボ ト ル を 挿 入 し た 場
合 の 温 度 -時 間 曲 線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 ボ ト ル 受 １ は 、 ボ ト ル 受 本 体 が 円 筒 状 の ア ル ミ タ ン ク ２ か ら な
る 金 属 タ ン ク と そ の 外 周 面 に 巻 き 付 け た Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ か ら な る 。 接 着 に は 、 熱 伝 導 性 を
高 め る た め に 厚 さ 0.05mmの 薄 い 接 着 剤 転 写 両 面 テ ー プ を 用 い た 。 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ の 表 面 側
は そ の ま ま 断 熱 発 泡 樹 脂 製 の ケ ー ス ４ 内 に 挿 入 し て も よ い が 、 更 に 保 温 性 を 高 め る た め に
そ の 上 に 絶 縁 性 の 保 温 ク ロ ス ５ を 巻 き 付 け る 。 保 温 ク ロ ス ５ に は ア ル ミ 箔 付 き ガ ラ ス ク ロ
ス を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ の 電 極 端 子 ６ か ら は リ ー ド 線 ７ を 引 き 出 し 、 温 度 フ ュ ー ズ ８ と 照 光 式 ロ
ッ カ ー ス イ ッ チ ９ を 介 し て 電 源 コ ー ド 10と プ ラ グ 11に よ っ て 、 Ａ Ｃ コ ン セ ン ト に 接 続 す る
よ う に な っ て い る 。 図 ３ は 、 そ の 通 電 回 路 図 の 例 で あ る 。 し た が っ て 、 従 来 の サ ー モ ス タ
ッ ト 式 の 保 温 ボ ト ル 受 の よ う に 、 製 品 が か さ ば ら ず 、 薄 型 で 極 め て 小 型 な も の に す る こ と
が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 造 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 の ボ ト ル 受 １ に 対 し て 、 例 え ば 、 超 音 波 診 断 用 の ゼ リ
ー の 入 っ た ボ ト ル 12を 図 ２ に 示 す よ う に 逆 さ ま に 吐 出 口 13が 下 に な る よ う に し て 挿 入 す る
。 そ の た め に ボ ト ル 受 １ の 底 に は 受 け 皿 14を 置 い て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 使 用 す る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 製 造 し た 。 ま ず 、 イ ン ク
に は 、 厚 み 制 御 用 の カ ー ボ ン と し て 微 小 球 形 状 グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン （ ユ ニ チ カ 株 式 会 社 製
） を 分 粒 し て 粒 径 17± 1μ mの も の を 用 意 し た 。 次 に 酢 酸 ビ ニ ル 含 量 25重 量 ％ の エ チ レ ン -
酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 （ Ｅ Ｖ Ａ ） 39部 （ 株 式 会 社 ク ラ レ 製 ） と 黒 鉛 （ 日 本 合 成 ゴ ム 製 J-SP）
32.8部 、 及 び 上 記 の グ ラ ッ シ ー カ ー ボ ン 8.2部 を プ ラ ネ タ リ ー ミ キ サ ー で 120℃ 、 真 空 中 で
混 合 し た 。 こ の 組 成 物 に テ ト ラ リ ン を 少 し ず つ 加 え 、 粘 度 4800cpsの イ ン ク を 製 造 し た 。
次 に 厚 み 150μ m、 300× 900mmの ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム を Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 裏 面 の 熱 伝 導 性 か つ
電 気 絶 縁 性 の 結 晶 性 高 分 子 シ ー ト と し て 用 い 、 そ の 上 に 集 合 電 極 と 櫛 歯 状 電 極 を 印 刷 乾 燥
後 、 上 記 の 印 刷 用 イ ン ク で 厚 み 約 20μ mの 発 熱 層 を 形 成 し た 。 こ の も の の 上 部 を オ ー プ ン
に て AC20Ｖ を 通 電 し 、 発 熱 温 度 42℃ 程 度 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ の 発 熱 シ ー ト を 、 図 １ 、 ２ に 示 す よ う に 組 み 付 け て ボ ト ル 受 １ と し
た も の の 性 能 を 、 従 来 の サ ー モ ス タ ッ ト 式 の ボ ト ル 受 と 比 較 し た 結 果 を 表 １ に ま と め た 。
ま た 、 図 ４ に 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 温 度 -時 間 曲 線 を 示 す グ ラ フ を 、 図 ５ に 比 較 例 の 温 度 -時
間 曲 線 を 示 す グ ラ フ を 示 す 。 実 施 例 １ は 、 図 ２ の 断 面 図 に み ら れ る 構 造 の も の で あ り 、 ア
ル ミ タ ン ク ２ の 表 面 に 巻 い た Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ ３ の 表 面 を 更 に 保 温 ク ロ ス ５ と し て ア ル ミ 箔 付
き の ガ ラ ス ク ロ ス で 被 覆 し た も の で あ る 。 実 施 例 １ は 、 こ の 保 温 ク ロ ス ５ を 省 い た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ の 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 に ゼ リ ー ボ ト ル を 挿 入 し た 場 合 の 温 度 -時 間 曲
線 を 示 す グ ラ フ と 、 図 ５ の 従 来 の サ ー モ ス タ ッ ト 式 ボ ト ル 受 の そ れ と の 対 比 で 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ
ー タ の 保 温 性 能 の 優 秀 さ が 歴 然 と し て い る こ と が 明 瞭 で あ る 。 す な わ ち 、 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ で
は 、 通 電 後 の 温 度 上 昇 が 極 め て 滑 ら か で あ り 、 か つ 平 衡 温 度 に 到 達 後 の ボ ト ル 内 容 物 の 温
度 変 化 も 全 く み ら れ な い 。 こ れ に 反 し 、 従 来 例 で は サ ー モ ス タ ッ ト の 入 切 に よ る １ ０ ℃ 以
上 に も 達 す る 大 き な ヒ ス テ レ シ ス の た め に 、 ボ ト ル 内 の ゼ リ ー 温 度 も 安 定 し て い な い こ と
が 認 め ら れ た 。 ま た 、 表 １ の 実 施 例 １ は 、 保 温 ク ロ ス を 省 い た も の で あ る が 、 保 温 グ ラ フ
の 傾 向 は 実 施 例 ２ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 省 略 し た 。 実 施 例 ２ の 保 温 シ ー ト 採 用 の 効 果
は 、 表 １ に 現 れ て お り 、 加 温 速 度 が 高 ま り 、 か つ 平 衡 温 度 も 若 干 高 め に な っ て お り 、 消 費
電 力 の 節 約 に も つ な が る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 発 熱 体 と し て 自 己 温 度 調 節 面 状 発 熱 体 か ら な る Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ を 使 用 す る こ
と に よ り 、 目 的 の 温 度 に 到 達 し た 時 点 で 、 安 定 し た 温 度 を 保 つ た め 、 従 来 の サ ー モ ス タ ッ
ト の よ う な 温 度 の ヒ ス テ リ シ ス に よ る 変 動 は な い 。 本 発 明 で は 、 発 熱 体 と し て 、 自 己 温 度
調 節 面 状 発 熱 体 を ボ ト ル 受 に 取 付 け る と い う 、 極 め て 単 純 な 構 造 に す る こ と に よ っ て 、 セ
ン サ ー や 制 御 回 路 や サ ー モ ス タ ッ ト を 不 要 と し た 低 コ ス ト で 、 か つ 一 定 温 度 を 保 ち 、 か つ
メ ン テ ナ ン ス 不 要 な 保 温 機 能 付 き ボ ト ル 受 を 実 現 す る こ と が で き た の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 の 内 部 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ の 通 電 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ 式 ボ ト ル 受 に ゼ リ ー ボ ト ル を 挿 入 し た 場 合 の 温 度 -時 間 曲
線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の サ ー モ ス タ ッ ト 式 ボ ト ル 受 に ゼ リ ー ボ ト ル を 挿 入 し た 場 合 の 温 度 -時 間 曲
線 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 ボ ト ル 受
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　 ２ 　 ア ル ミ タ ン ク
　 ３ 　 Ｐ Ｔ Ｃ ヒ ー タ
　 ４ 　 ケ ー ス
　 ５ 　 保 温 ク ロ ス
　 ６ 　 電 極 端 子
　 ７ 　 リ ー ド 線
　 ８ 　 温 度 フ ュ ー ズ
　 ９ 　 照 光 式 ロ ッ カ ー ス イ ッ チ
　 10　 電 源 コ ー ド
　 11　 プ ラ グ
　 12　 ボ ト ル
　 13　 吐 出 口
　 14　 受 け 皿
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：用小型，高性能的保温瓶接收器代替常规的恒温器类型的
保温瓶接收器，例如用于超声波诊断的果冻瓶。 解决方案：这是一个保
温瓶接收器，其中PTC加热器（3）的发热片布置在瓶子接收主体的内周
部分或外围部分上，该发热片由自调节发热元件组成，并且该发热片是
醋酸乙烯酯-聚乙烯共聚物。 然后，使用碳微粒和控制印刷膜厚度的碳微
粒在导热且电绝缘的结晶聚合物片的表面上印刷自调节加热器印刷油
墨。 范围为35℃至45℃，瓶接收体为铝罐2，PTC加热器3的导热且电绝
缘的结晶聚合物片表面通过双面胶带粘附在其外周表面上。 有一种隔热
布5，其中隔热片和热反射片层压在印刷表面上。 [选型图]图1
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